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cG.瀧 と山ICに対 ㌻る抵抗性との関旅をこれらのめ姥 . .∫
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の幅も失って来るo'iた序言にも述べたよすt=･この 予る抵抗性を検した砧R･,成虫の体動 ;か ほど拭1;L,
マメゾウムシは高熱空で飼育するほど作動 ;小さ'(な 他ら;大きくなる帆F'tlのあることを糊 萄した｡ また′
/るあ7:･拙杭性の減少は†地理の減少と的係があるよう J lh･lSS(1･J36)もカイコに対する批束剤の休韮当り炎し





















垂 垂 覇 二 主 題 竺 竺 軽 重
























































































-/失脚性 で準 と考えられるが,-いまおHCに対するIl∴ H
抵抗比の標当Th7'詰り大き､さと,この迦邦の長さの変災･
抜放の大きさ上の関係を見るのに,枕では両者ともに



































大沢 済 ･長沢純夫 (1947)防虫料～;'･.718･9:1-10
斎藤哲夫 (1950)同誌.15:54-61.























cropsto whicl-syntheticChlorinated Insecticideswere Applied. ⅠIJ'dctLsugu










































倉稔で一11月rHlに刈取 t).｢川 rII下旬 にriつて脱慰,
叛将して玄米とした.
上ー地の1らの玄判土徳ELI1.i:立IETJPi糾放伽 ､らuJ･され
たもので,二出穂期前後に介;･-l.3rn･)の茄剤徽布が行われ
たことの他は許かでTfい｡
これらの玄米_を月い て,コ`コクゾウムシの偏光はn.1
和._WT･'2Jlから8川 こ亘って,3Irj)ffづた｡まづjf.一刀と
50Lrrをn往3cm‥庶径女m.'拓さ 6.km,*fluo〇cc
の坑口頓に入れ,口を企網で主匂った筏.飽和企短水に
よって湿蛇を調節したガラス水f馴 Iに立故べ, 300C
tn
